
 

 

CFI ニュースレター C2024-1 「備⼼前冬」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます。 

今年のテーマは「キリストにある希望」です。「たとえ私たちは不真実であっても、彼は常に真実である。」(第⼆テモテ 2: 

13) を年頭の⾔葉といたします。すべての問題の鍵はキリストにあります。すべての幸福の鍵はキリストにあります。 

聖霊により、そのお⽅を知り、⼼に内住せしめ、その御⾔葉に聞き、そのお⽅のように⽣きることこそ、私たちに与えられ

た最善の⼈⽣です。まずテモテ第⼆の⼿紙から学び始めましょう。聖パウロの⾔葉からイエス・キリストがいかに素晴らし

いお⽅であるかを知りたいと思います。 

1 ⽉のテーマは、「備⼼前冬 」です。⼈⽣の冬とは晩年を意味します。歴史の冬とは終末を意味します。⾃由に⼤胆に福

⾳を語ることができない宣教の冬が来るかもしれません。そのために信仰の備えをいたしましょう。確信を持って⾛るべ

き道を⾛り抜きましょう。皆様の上に神の祝福が豊かにありますようにお祈りいたします。⼩⽥彰 


